
 ピーマンの日焼け果発生は遮光のみより強制換気との併用で軽減可能 

［要約］  

ピーマンの日焼け果の発生は、果実表面温度が 40℃に達したことを確認後、常時遮

光によりハウス内照度を低下させ、かつ換気扇を用いた強制換気によりハウス内温度

の上昇を抑制し、果実表面温度を低下させることで軽減できる。  
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